
●県及び国の子育て支援計画等の推移

県 国

平成２年

平成６年12月
エンゼルプラン

（H7～11年度）

（ ）：計画実施期間

平成８年３月
すくすく子育ち子育てプラン

（H８～12年度）

平成11年12月 少子化対策推進基本方針

新エンゼルプラン
（H12～16年度）

平成13年３月
とちぎ子どもプラン
（H13～16年度）

（参考資料）

《1.57ショック ※１》 ＝ 少子化の傾向が注目を集める

年
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平成14年９月 少子化対策プラスワン

平成15年７月 次世代育成支援対策推進法 少子化社会対策基本法

平成16年６月 少子化社会対策大綱

平成16年12月
子ども・子育て応援プラン

（H17～21年度）

平成17年３月

栃木県次世代育成支援対策
行動計画（前期）／とちぎ
子育て支援プラン

（H17～21年度）

平成22年１月

平成22年３月

栃木県次世代育成支援対策
行動計画（後期）／とちぎ
子育て支援プラン

（H22～26年度）

※２ 「子ども・子育てビジョン」は、「少子化社会対策基本法」の規定に基づく「少子化社会対策大綱」と、その実施計画を一体とし
て策定したものである。

子ども・子育てビジョン
（H22～26年度）※２

※１ 平成２年の1.57ショックとは、前年（平成元年）の合計特殊出生率が1.57と、「ひのえうま」という特殊要因により過去最低で
あった昭和41年の合計特殊出生率1.58を下回ったことが判明したときの衝撃を指している。

- 70 -


